


　エコアクション２１ガイドラインには、『環境経営システム』、
『環境への取り組み』、『環境報告』の三要素がひとつに
統合されています。 そのため、ガイドラインに沿って取り組
みを行うことで、環境への取り組みを総合的に進めることが
できます。

　環境経営システムの仕組みを作り、継続的に改善して
いくことにより、環境面だけでなく、経費の削減や生産性･
歩留まりの向上、目標管理の徹底等の、経営面での効果
もあげることができます。

　多くの大手企業が、環境への取り組みや環境経営シス
テムの構築を取引条件の一つとしており、これに対応する
ことができます。 また、認証・登録にあたり自治体の補助を
受けられたり、入札参加資格審査での加点を受けることが
できる場合があります。

　環境省のガイドラインに基づき、第三者機関の認証を受け
ることで、社会的な信頼を得ることができます。 また、環境経営
レポートを作成し、外部に公表することにより、取引先や消費
者等からの信頼性が向上します。 これは、企業の社会的責任
（CSR：Corporate Social Responsibility）の一環にもなります。

　銀行、信用金庫、信用組合等の多くの金融機関で、エ
コアクション２１に取り組む事業者への低利融資制度が
始められています。

　事業者は、審査の際に、エコアクション２１審査員から環境
への取り組みなどに関する指導・助言を受けることができます。
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